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　今期の業況DIはマイナス11で,前期（マイナス
12）から1㌽増となった（図表1）。人手不足の傾向
は依然根強く,消費者の節約志向の高まりはある
ものの,年末にかけて飲食サービスや観光ビジネ
ス需要は堅調に推移した。　　　　　　　　　
　業況DIを業種別（大分類）でみると,その他産
業（前期マイナス9→今期2）が11㌽増と大幅に改
善,卸売業（同マイナス22→マイナス20）が2㌽増
とやや改善した。一方,建設業（同0→マイナス4）
が4㌽減とやや悪化,小売業（同マイナス11→マイ
ナス16）が5㌽減,製造業（同マイナス19→マイナ
ス27）が8㌽減と悪化した。　　　　　　　

　業種別（中分類）でみると,その他産業の旅館・
ホテル（同マイナス61→12）や外食（同マイナス14
→15）はプラス圏に転じ,製造業の食料品（同マ
イナス30→マイナス14）や建設業の建築（同マイ
ナス36→マイナス12）,卸売業の建設資材（同マイ
ナス50→マイナス25）,小売業の自動車（同マイナ
ス38→マイナス9）などはマイナス圏ながら大幅
に改善した（次頁図表２）。一方,製造業の繊維

（同0→マイナス100）や木材（同マイナス20→マイ
ナス50）,窯業・土石（同マイナス10→マイナス33）,
建設業の土木（同8→マイナス7）,卸売業の家電
卸売（同0→マイナス50）,小売業の石油・ガス（同
25→0）などが大幅に悪化した。　　　　

　来期の業況見通しDIはマイナス8で今期（マイ
ナス11）から3㌽増とやや改善の見込み（図表
1）。業況見通しDIを業種別（大分類）にみると,
卸売業（今期マイナス20→来期マイナス9）は大
幅に上昇,製造業（同マイナス27→マイナス20）,
小売業（マイナス16→マイナス9）は上昇,建設業

（同マイナス4→マイナス4）は横ばい,その他産業
（同2→マイナス1）はやや悪化の見込み。　　　

　今期の売上・完工高DIはマイナス5で前期（マイ
ナス7）から2㌽増とやや改善（図表3）。　　　　
　来期の売上・完工高DIはマイナス3で今期（マ
イナス5）から2㌽増とやや改善の見込み。　　
　今期の損益DIはマイナス17で前期（マイナス
12）から5㌽減と悪化（図表3）。　　　　　　
　来期の損益DIはマイナス16で今期（マイナス
17）から1㌽増とほぼ横ばい。　　　　　　　

　経営上の問題点（内部環境・外部環境）は,「人
手不足・求人難」が56％（前期56％）で最も多く,
これに「原材料(仕入品)価格高」の52％（同
52％）,「人件費等各種経費高」の42％（同43％）
が続いた（図表5）。　　　　　　　　　　　

　業況DIは,人手不足の傾向が依然根強く,消費
者の節約志向の高まりはあるものの,年末にかけ
て飲食サービスや観光ビジネス需要は堅調に推
移し,ほぼ横ばいとなった。　　　　　　　　　
　来期はやや改善の見込みとなっているものの,
アメリカによるベネズエラへの侵攻やグリーンラ
ンドの領有問題,高市首相の国会答弁に端を発
する日中関係の悪化など,世界情勢の不安は高
まっている。特に日中関係悪化の長期化は輸出
入の規制や観光客の減少など本県経済への悪
影響も懸念される。今のところ県内企業への影
響は限定的ではあるが,今後の動向を注視してい
く必要がある。　　　　　　　　　　　　　
　　　（九州経済研究所 経済調査部 早渕 光孝）

　今期の資金繰りDIはマイナス12で前期（マイナ
ス12）から横ばい（図表3）。　　　　　　　
　来期の資金繰りDI はマイナス16で今期（マイ
ナス12）から4㌽減とやや悪化の見込み。　　　
　今期の雇用人員DI はマイナス48で前期（マイ
ナス49）から1㌽増とほぼ横ばい（図表３）。　　
　来期の雇用人員DI はマイナス49で今期（マイ
ナス48）から1㌽減とほぼ横ばい。　　　　　

　今期,設備投資を実施した企業割合は33％と,
前期（38％）から下落した（図表4）。来期に設備
投資を予定する企業割合は37％と,今期（33％）
からやや上昇の見込み。　　　　　　　　　　
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業界では国内市場の縮小,価格転嫁難,賃金上昇等コスト増で課題山積しており不安材料が多い。収益の高い商品への注力,販売手数料等も見直しなが
ら,業況改善を目指す必要がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

九州で最賃差が31円は差が開きすぎと感じる。労働時間より労働内容をいかに効率的にするかを考えてほしい。2024年度の定額減税は給与業務者含め
対応が困難だった。企業目線での作業効率に取り組んでほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外国人観光客の内,中国人観光客が20％超の鹿児島県は対中関係の悪化により観光業への影響は大きいと思われる。また設備投資等が横ばいである
為,景気については当分は横ばいであると考えられる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飲食において技術の継承を行っていく上で必要。アルバイト・パート・社員の有給取得,サービス・品質向上,教育強化の為に必要。材料費高騰により利益を
圧迫している。最近,賃金の上昇も然り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

可処分所得が増えない,微増に対し物価の高騰は上がり続けている。一過性の対応だけではなく個人消費につながる継続的,恒久的な対策に期待（可処
分所得の増加に期待）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最低賃金引き上げ含む原価高騰に対し農産物の価格転嫁厳しい。場合によりパート労務時間の短縮等手取り額向上が進まない状況もある。賃上げありき
と零細企業の実態に対する施策を国・県検討して欲しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働者には良いのかもしれませんが,企業側にとってはいろいろ大変な業務が増えると思っている　　　　　　　　　　　　

中小企業の多い鹿児島県には賃金・労働環境など問題点が多すぎる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働時間の規制緩和は今の時代に合わないのではないかと思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高市政権になって以降,比較的国の為の策が検討されているように思う。特に労働時間については流通の現状を改善するのには必要となると思っている　

中小企業は大幅改善は無理。残業規制,有休取得の奨励など環境は厳しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

働きやすい環境を作る事は重要だが,賃金上昇など様 な々経費増により利益確保が厳しい事が各種産業において想定される　　　　

労働時間の緩和は働きたい人が働きやすい環境と人手不足解消につながる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働時間の規制緩和というよりも柔軟な働き方ができる環境整備が必要だと思う　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働時間の規制緩和については,「働き方改革」を取り組んできた会社については,逆もどりになるため取り組みにくいと思う

閑散期と繁盛期（多忙期）の差が大きいため,柔軟な対応ができるとありがたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働時間の規制緩和については,各業界にて様 な々意見がある為,一概には判断できないと考える　　　　　　　　　　

大型補正予算が成立したが、地方まで普及するかは疑問。暫定税率のガソリン税は車社会の地方では助かる　　　　　　　

鹿児島県は賃金UPに追従できない局面に入っていると感じる。地方や中手企業への政府の後押しが必要　　　　　　　

労働時間においては働き方改革によって変わった直後であるため,変化は好ましくない。鹿児島の景気は観光産業への依存度も高く,地震や台風,噴火の
影響を多分に受けるため,ハイリスクハイリターンで計算がしにくいのが現状。県内の交通網の弱さがリピートの障害になる点もふまえ,積極的な交通施策を
希望する 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長時間労働は,個人の健康を損ない生活の質を低下させるため良くないが,慢性的な人材不足は多くの中小企業の体力を奪い,結果,働く方の収入が伸び
ない状況を生んでいると感じる。労働時間の上限は適切に設定されるべきだが,格差を是正したい,より多く稼ぎたいと考える方々に対しては,「働く・働かな
い」を自ら選択できるという多様性も必要ではないかと思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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原材料,燃料の高騰により商品価格の値上げが追いついていないのが現状である。九州外の同業他社も価格競争で攻勢をかけてきている現状があり価
格競争で売り上げを落としている取引先もある。在庫商品の販売強化,在庫原料を利用できる商品の提案を進める営業活動を進める必要がある　　　　

長時間労働が常態化することは問題であるが,繁忙期は人手不足になり,採用するにしても時間を要してしまうため,規制緩和を望みたい　　　　　　

職種ごとに精神的・肉体的負荷は違うが,一律に残業時間のみで管理するのはおかしい。負荷が少なく時給が低い人はもっと残業したい方もいると思われる

労働時間の規制緩和について,希望しない人にはそのままでよいが希望する人には緩和してもらいたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働時間の規制緩和はサービス残業の低減に繋がると思う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中小企業の景気は,全体的に良くはない。労働時間の規制緩和も必要だが,賃金上昇と年収の壁の引き上げを同時にしてほしい　

景気は回復していると考えるが,公共事業による魅力的な観光県を確立してほしい。また,労働時間緩和については,社会保険料の年収制限を緩和してほしい　　

電機・電子

弊社の業界だけで見ると業況としては,厳しい状況が続いている。労働時間の規制については,緩和したところで経済や景気への影響は乏しいと感じる　

学生が鹿児島に残りたいと思えるかどうかが重要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その他の製造業

最近の業況、鹿児島県の景気の現状、労働時間の規制緩和などに関する主な意見

九州経済研究所は鹿児島銀行のグループ会社のシンクタンクです。

九州経済研究所

詳細はこちら

経営コンサルティング
接遇,人事制度構築 ,ＢＣＰ策定など

各 種 セ ミ ナ ー

講 師 派 遣

新入社員・中堅・経営幹部向けの階層別セミナー,
マネジメントスキル,営業・マーケティング,
経理・会計などのビジネスセミナー

（オーダーメイド研修）
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若手社員の育て方

接遇インストラクター 養成セミナー

新入社員セミナー 徹底育成コース 3日目Ⅰクラス

新入社員セミナー 徹底育成コース 3日目Ⅱクラス

「報・連・相」徹底術

「社会人基礎力向上」セミナー

管理職基礎コース

簿記の基本と決算書

マーケティングの基礎

中堅社員活性化

（火）

（木）

（木） 

（金） 

（月）

（火・水）

（木・金）

（火）

（水）

（木・金）
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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

2026 年の診療報酬改定ではベースアップ
評価料の引き上げや，物価高騰に対する物
価対応料の新設などの目新しいポイントがいく
つかみられ，全体的にはプラス査定となりまし
たが，加算を取るためにかかりつけ医機能報
告やベースアップ実績計画を 2 月末までに登
録せねばならず，事務方がしっかりした大病
院はともかく小規模のクリニックの先生方は結
構大変だったのではないでしょうか。マイナス
査定は困りますが，今後もしっかり加算を取る
ためには煩雑な手続きや設備投資も必要とな
るのでしょう。先が思いやられます。

今月の【誌上ギャラリー】は永田先生より
お寄せいただいた “ 長閑 ”。球磨川の支流
にかかる古い石橋を写した作品ですが，豊か
な川の流れと遠景の満開の桜の木々が強く春
を感じさせ，何となく気持ちも穏やかになる一
枚です。
【論説と話題】では，2/1 に鳥取で開催され

た第 57 回若年者心疾患・生活習慣病対策
協議会総会と，2/8 に東京の日本医師会で開
催された令和 7 年度日本医師会母子保健講
習会の模様をご報告していただきました。
【医療トピックス】では大坪先生から，鹿児

島市特別支援連携協議会のご報告をいただ
きました。
【学術】では，今村総合病院総合内科の

市來先生から，“ すぐにわかりそうな疾患なの
になかなか診断に至らなかった症例 ”と題し
て最近増加傾向にある梅毒の一例をご報告
いただきました。確かに有名な疾患ですが，
病期によって多彩な症状がみられるため，所
見を見逃さずにシステマティックな鑑別を進
めないとなかなか確定診断は困難と思われま
す。臨床歴 40 年近い私も未だに経験があり
ませんし，長年の効率追求（怠慢？）のせい
で変なクセがついた現在の診断能力では到
底無理でしょうね。まさに “ 初心忘れるべから
ず ”。反省するとともに大変勉強になりました。
【医師会病院だより】では園田先生からペ

インクリニック内科の診療内容についてご紹
介いただきました。
【随筆・その他】では粟先生から，“ 音楽

の散歩道 その 10 の 8：悲しみと苦悩に満ち
た真実のショパン，ショパンを見守るサンドと
リスト（3）”と題してご寄稿いただきました。
単なる楽曲紹介ではなく，作曲者の交友関
係やその時代背景を加味したボリュームのあ
る内容で，毎回感心して拝読させていただ
いております。リレー随筆は県立大島病院の
渋谷先生から “ 奄美で牛を買ってみて ”と題
して，実際に競りで肉牛を購入して飼育して
いる珍しい経験をマニアックに綴っていただき
ました。
【区・支部だより】では，荒田・中央・武

岡各支部の支部会と，北区懇談会の模様を
ご紹介いただきました。特に武岡支部会は面
白い趣向で開催されていたようです。
【各種部会だより・各種報告】では，2 月

中旬から 3 月中旬までに鹿児島市内で開催
された医会 , 報告会 , 研修会が紹介されてお
ります。ご一読ください。
【鹿市医狂壇】４号の題吟は「“も一度（も

いっど）”」でした。力作のご投稿ありがとう
ございます。俳句は興味あるけど薩摩狂句
はよくわからないとお思いの先生方，俳句の
形式で投稿していただければ，選者の樋口
先生が狂句の形式に手直ししてくださいます
ので，会員の先生方も是非挑戦してみて下さ
い。

昨年は開花が早く，4 月上旬には早 と々散っ
てしまった桜でしたが，今年は例年通りで，近
所の甲突川沿いの桜並木も見頃になっていま
す。以前はたこ焼きや焼きとうもろこしの夜店
ばかりでしたが，最近はキッチンカーや曜日に
よっては博多をイメージした屋台も出ていてな
かなかの賑わい。花見客のバーベキューの
匂いと喧騒に紛れながらの夜の散策も楽しい
ものです。

（編集委員　寺口 博幸）
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